
中期 達成値 達成度 評価

89.3%

57.1%

99

95

B

B

〇 ベル着・号令前後の静止については，声かけや強化週間を設定
することで，意識するようになった。 姿勢が崩れやすい，次の授業
の準備ができていない児童がいるという課題がある，体育など教室
移動などがある授業の後などベル着の徹底が難しいなど，学年ごと
の課題が見られる。
〇授業の中で既習事項を扱ったり，グループ学習を仕組んだりする
ことで，自分の考えを伝える児童が増えた。ノートやワークシートに
書くことで，自分の考えを整理したり，課題に対して見通しを持つこ
とで自分なりの解決方法を考えたり，友達と多様な意見を交流する
ことができた。学級全体での発言や相違点を考えることができてい
ない児童や，自分の考えをなかなか持てない児童がいるのが課題。

・こまめに評価や振り返りを行うこと，重点的に取り組む期間を設定し
て取り組むことを継続していく。

・児童が意欲的に課題発見できる授業づくり，自分なりの考えを持っ
て発言するための各時間，伝え合う時間を十分に設定した授業づく
りを行う。思考の場としてのノートの活用を進めていく。ペア学習，グ
ループ学習を取り入れ，自分の考えを伝える場を増やす。朝の会な
どを利用したスピーチをする場を設定し，継続していく。

B

83.1% 98 B

〇 ドリルタイムやランチタイムスタディを活用し，学力補
充をすることができた。低学年では聞くこと，中学年で
は，基礎学力の定着，高学年では，算数科での思考・
判断・表現に課題が見られる。

・基礎・基本の力をつける授業づくりをしていく。ドリルタイ
ム・ランチタイムスタディを活用し，基礎学力の定着を図
る。iPadを活用し，個に応じた指導をしていく。

B

70.3% 88 B

〇家庭で家庭学習の方法と合わせて，自主学習のやり
方を具体的に説明して取り組むことができた。よく取り組
んでいる児童のノートを提示することで，自主学習のや
り方をイメージすることができた。

・自主学習の内容の参考となるものを提示していく。自主学習
用のプリントを用意するなどして，個の力に応じて取り組めるよ
うな工夫をしていく。

B

90%

92.4 ％

113

109

A

A

〇道徳科において個性の伸長の道徳的価値から，
自分の良さや自分らしさに気付くとともに友達との
違いを認めることの大切さから自己肯定感の向上を
させた。また，「吉き舎りブログラム」との関連で総合
的な学習の時間や特別活動との連携から，良さを
伸ばしていくための目標を持たせ，達成を視覚化さ
せた。
〇あいさつレベルを提示したり，委員会活動の一環
として取り組んだりすることで児童が意識してできる
ようになってきた。しかし，相手を意識した反応が低
いことが課題である。

〇学校行事などとの関連を生かした「吉き舎りプログラ
ム」を計画し，自己肯定感の向上及び友達を認めていく
ことの大切さを考えさえる。また，「吉き舎りプログラム」の
視覚支援を行うことにより，成長や考えの過程を自分のこ
ととして考えさせていく。
〇今後も委員会活動の一環として継続して取り組み，他
者評価や自己評価する時間を設定して，自己有用感を
もたせていく。
〇規範意識について，「吉き舎りプログラム」の中で，他
の道徳的価値との関連を生かしながら，規則の大切さや
規則の意義についても考えさせる。

A

41.6%

89%

59

113

D

A

・昨年度に課題のある５０ｍ走，反復横跳びの２種目の
記録を測定した結果，県平均かつ，全国平均を超える
項目は，男子は５０ｍ走では６学年中４学年，女子は６学
年中２学年，反復横跳びでは６学年中３学年，女子は６
学年中２学年（男子58％，女子33％）だった。
・好き嫌いせず食べることが大切だと理解し，残さず食
べるようにしている児童の割合は89％であった。各教科
等のおいて食に関連した内容を学習すること等を通し
て，食への関心が高まりつつある一方で，食事のマナー
については課題が残る。

・体育科の始めにサーキット運動やリズムジャンプを取り
入れていき，運動能力の向上を図る。
・冬季には，全校でなわとび週間に取り組ませ，なわとび
運動で脚力を向上させる。
・児童会活動を充実させ，全校レクを計画的に実施す
る。
・各教科や給食時間，参観日等の機会をいかして，食に
関する指導を計画的に実施する。

C
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93% 103 A

○学校だよりや学校ホームページ等を通して，保護者
や地域に小中一貫教育の取組状況について情報発信
することができ，保護者の理解を図ることができた。

・情報発信をさらに充実されるとともに，学区内の連携を
さらに深めていく。

A

働
き
方
改
革

75% 94 B

○教務事務支援員や介助指導員・学校支援員等の人
的配置が働き方改革や児童に向き合う時間の確保に大
きくつながっている。
○最終退校時刻の設定や行事の見直し，業務のデジタ
ル化も大きな効果があった。

・今後，日課表の見直しや会議・研修等の時間設定，分
掌の見直し等を通して，個々の教職員の業務時間を確
保し，時間外在校時間の短縮を図り，働き方改革を推進
する。 B

令和３年度 学校評価自己評価表（中間）

学校教育目標 学校教育目標　　自ら学び，考え，行動ができる「きさ」の子どもの育成 学校関係者評価委員（評価）
　Ａ：１００≦（目標達成）　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００

　
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

重点目標 心と志（自立と貢献）を育てる学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価委員

経営目標
評価指標 具体的な取組・方策

８月
分析（成果と課題） 改善方策 評価 記述（成果・課題）

生
き
る
力
の
育
成

短期

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る

学習規律を定着
させる。
主体的・深い学
びの充実を図
る。

・学習規律が身に付いた児童を９０％以
上にする。
・自分の考えを伝えることができる児童
の割合を６０％以上にする。

・「ベル着」「次の学習準備をす
る」「号令前後の静止」の徹底を図
る。
・課題意識を明らかにし，自分の考
えを持ち，それぞれの友達の考えや
思いと自分の考えとの相違点を考え
る主体的・深い学びの充実を図る。

・学習規律は，学力向上及び生徒指導上の基本にもなるので
粘り強く指導をしていってください。（低学年が大変でしょうが，
肝心だと思いました。）
・相手意識をもった発表の仕方，声の大きさを小中で一緒に取
り組んでいけたらと思います。
・姿勢が崩れやすいのは，体のかたまり具合があると思うの
で，低学年は特にほぐすことがまずはいるのかと思いました。
・学習規律が弱いと感じました。

学力を確実に定
着させる。

①全教科の単元テストで８０点以上の児
童の割合を各学年８５％（昨年度８
１％）以上にする。
②三次市学力到達度検査（基礎・活用）
で，全国平均を上回った教科数の割合８
０％（昨年度８５％）以上にする。

・各教科の特性を生かした指導を工
夫改善し，全ての児童の「わかる・
できる」を保障する。
・ノート指導に取り組み，基礎学力
の定着を図る。
・ドリルタイムやランチタイムスタ
ディを機能的に活用し，基礎的な技
能の習得や復習を図る。

・「読み書きそろばん」ではないですが，反復学習でしっかり身
に付けさせるべきことは，どの子にも定着を図りたいものです。
・ドリルタイム，ランチタイムスタディでの学習の強化をしておら
れ，良いと思いました。
・空き時間を使い，個々に応じた取組をしていただいているの
は，良いなと思いました。

自学力を育成す
る。

（小中一貫教育）
・自主学習に取り組む児童を８０％以上にす
る。

・考えの根拠を明確にしながら，全ての
児童の「わかる・できる」を保障する。
・家庭学習で予習や復習などの自主学
習に取り組ませる。

・まずは時間（量）から，そして質へと小中でいっしょに取り組み
ましょう。
・自主学習に積極的に取り組んでおられる。
・自主学習は，小1から中3まで取り組んでおられますが，それ
が本当に学力につながっているのかそろそろ検証をする時が
来ているのかと思います。
・自学力の向上に向かって，さらなる研修，研鑽をお願いしま
す。

豊
か
で
健
や
か
な
心
身
を
育
成
す
る

自己有用感の向
上と礼節と規範意
識の定着（小中
一貫教育）

・自己有用感を持つ児童を８０％以上にす
る。
・あいさつのできる児童を８５％以上にする。
・規範意識をもつ児童を85％以上にする。

・自分の良さに気付き，伸ばしいこうとす
る意欲や友達の良さを認められる児童
を育てると共に，認め合い，つながりを
深める集団づくりに努める。
・道徳学習プログラム「吉（よ）き舎（や
ど）りプログラム」を計画実施し，自分と
の関りで考えさせる。
・あいさつレベル（低学年　大きな声で
挨拶をする。中学年　相手に伝わるよう
に挨拶をする。高学年　場に応じた挨
拶をする）に応じた挨拶ができる児童を
育成する。
・道徳科などとの関連を生かして規範意
識の向上を図る。
・アンケートやi－checkを分析し，PDCA
サイクルで取り組む。

・校内掲示物の工夫など，子どもたちの良いところを伸ばし，自
己有用感を養っておられると思いました。
・低学年は大きな声で，高学年は会釈などＴＰＯに応じた挨拶
ができている児童が多い印象です。
・久しぶりに学校に来ましたが，子どもたちが大きな声で「こん
にちは」と，挨拶をしてくれたのがとても気持ち良かったです。
その声の大きさが授業へイコールになるとうれしいです。
・行動すること，地域の人と話すこと，多くの経験をさせてほし
い。

体力を向上させる

・新体力テストで，７０％以上（昨年度６１％）
の項目が県平均または全国平均を超えるよ
うにする。
・食に関心を持ち，食べ物を好き嫌いせずに
食べようとする児童を７５％以上にする。

・新体力テストの県平均等や昨年度の
自己記録をもとに，自己目標を設定さ
せる。
・体育科を中心に体づくり運動に取組
む。
・給食時間や各教科等の時間を活用し
て，食に関する指導を行うとともに，掲
示やたより等を活用して，食に関する興
味・関心を高める。

・体力も食事のマナーも学校だけで向上させるのは難しい部分
があります。中学でも家庭や地域との連携を図ることが大切だ
と考えています。
・児童の体力低下に関して，やはりコロナ流行により，活動の
低下が影響していると思いました。体育の際にサーキット運
動，リズムジャンプなど工夫されておられ，好感を持ちました。
・食事のマナーについて課題があります。（食器の持ち方，姿
勢など）
・みんな同じ量の給食ではなく，個に合わせて食べきらせること
から食品ロスにならないし，食べきった満足感を持たせるのは
どうでしょうか。
・体育に関する指導を充実させてほしい。現代の子どもは，教
えないとわからない。

　　　　　　　（評価）Ａ：１００≦（目標達成）　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

地域に信頼され，
開かれた学校づ
くりを推進する。

・小中連携の充実を図り，月に1回以上，学
校だよりやホームページ等で保護者や地域
に情報提供を行う。保護者アンケートで肯定
的な回答の割合を９０％以上（昨年度９３％）
にする。

・「きさ」小中一貫教育推進協議会の計
画のもとに，小中９か年を見通しためざ
す子ども像に向け，連携教育の実施，
充実を図る。
・学校だより，ホームページで小中連携
教育の取組を具体的で分かりやすい内
容で保護者，地域に情報提供を行う。
保護者アンケートを実施し，小中連携
教育に関わる保護者等の理解を把握
し，取組に生かす。

・コロナ禍で保護者や地域の方が学校に来る機会が減ってい
るので，たよりやHPでの情報発信はますます大切になってい
ます。
・学校だよりやホームページで情報発信を積極的にやっている
と思います。
・いろいろなツールで発信してくださるのは，ありがたいです。

教職員の児童に
向き合う時間の割
合を増やす。

・働き方改革により，児童に向き合う時間の
割合が増えた実感を感じる教職員の割合を
８０％以上（昨年度82％）にする。

・学期ごとのアンケート，メンタルヘルス
チェックにより実態を把握し，学校衛生
委員会，企画委員会の取組を行う。

・中学もですが，学校で改善していくべきものと行政の支援が
必要なものの両輪で進めていきましょう。それと最も大事なの
が，「職員の意識」です。学校衛生委員会等でしっかりと現状の
共有と意識改革をする必要があります。
・吉舎小は，児童に対する職員数を見ると手厚い印象です。男
性職員も育休を取っておられ良いことだと思いました。
・十分な加配をしていただいています。今こそ改革に向かって
頑張ってください。


